
 

 

平成 25 年度 

青葉区区民意識調査結果 

－ 概 要 版 － 

 

 

青葉区では、平成 25 年度区政運営方針として  

「住みつづけたいまち『青葉』」を基本目標に掲げ、  

その目標達成に向けた施策として  

 子育てに寄りそうまち 

 安心していきいきと暮らせるまち  

 地域の活力があふれるまち  

 大切な環境を守り育むまち  

を推進しています。  

平成 25 年度青葉区区民意識調査で得られた回答をもとに、この４つの施策に関す

る区民の皆さまの生活意識や、区政に対する満足度、要望等の集計報告を行います。 

 

平成 25 年度青葉区区民意識調査  調査概要  

 

調 査 の 目 的 青葉区にお住まいの皆さまの生活意識や区政に対する満足度、要望

等を的確に把握し、今後の区政運営に活かしていくことを目的とす

る。  

調 査 対 象 青葉区内在住の 16 歳以上の男女 3,000 名（うち外国人 60 名）  

抽 出 方 法 住民基本台帳からの無作為抽出  

調 査 方 法 郵送によるアンケート方式  

回 答 率   49.8％（有効回答者数 1,494 人）  

調 査 期 間 平成 25 年 6 月  

設 問 分 野   生活環境、子育て、防災、地域活動・地域社会、若者の就労、介護

予防、健康、広報、環境、区制 20 周年、読書活動、定住意向  等  

図 表 の 見 方 図（グラフ）の中で使用されているアルファベットの意味は次のと

おり。  

ＭＡ  ：複数回答（マルチアンサー）の設問  

Ｎ  ：その設問に対する回答者数   
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「住みつづけたいまち『青葉』」  
 

生活環境の満足度、以前との比較  

 

＜満足度＞  

 

「満足」「やや満足」を合わせた数値の上位項目は、「良好な街並みの整備」「緑

の保全と緑化の推進」「ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化」「公園など

の管理・整備」「バスの便などの地域交通」「通勤・通学・買い物での道路や歩

道の整備」で、これら６項目のみ「満足」「やや満足」を合わせた数値が「ふつう」

より高い数値となっている。  
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①バスの便などの地域交通

②通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備

③放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策

④良好な街並みの整備

⑤商店街の振興

⑥公園などの管理・整備

⑦緑の保全と緑化の推進

⑧ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化

⑨地域の防災体制の整備

⑩地域の防犯体制の整備

⑪食品衛生・環境衛生の監視・指導

⑫子育て支援や青少年の健全育成

⑬感染症・生活習慣病などの保健推進

⑭高齢者福祉

⑮障害者福祉

⑯病院などの医療環境

⑰経済的に困っている人の保護

⑱地区センター・スポーツセンターなどの施設

⑲広報や広聴、市民相談など区民参加の推進

⑳身近な区役所窓口のサービス

お住まいの周辺の総合的な環境

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答
N=1,494

％
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＜以前との比較＞  

 

「よくなった」の数値が高いのは「放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全

対策」「ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化」「公園などの管理・整備」

「良好な街並みの整備」「バスの便などの地域交通」が上位５項目である。「悪く

なった」の数値が高いのは「商店街の振興」で、これのみ「悪くなった」が２割近

い数値となっている。以下「ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化」「バスの

便などの地域交通」「緑の保全と緑化の推進」「食品衛生・環境衛生の監視・指導」

が上位５項目である。  

 

 

  

14.3

13.1

22.0

16.1

6.4

18.4

13.5

21.6

9.9

7.8

3.1

12.0

6.0

9.4

5.5

12.4

2.0

9.9

5.8

14.0

13.8

55.2

63.6

49.4

58.5

49.9

53.9

57.5

47.9

52.7

53.5

49.1

43.7

47.4

41.0

39.8

55.2

37.6

53.5

50.5

51.8

57.7

4.9

1.9

3.7

2.7

17.7
3.0

4.8

7.2
1.5

3.9

0.9

2.1

1.1

2.6

2.0

3.6

1.8

3.1

0.8

1.5

3.8

9.8

5.8

8.8

6.0

10.1

8.7

8.0

7.4

19.6

18.9

29.8

24.4

27.7

29.6

34.0

12.7

39.8

16.7

25.1

16.1

6.9

15.9

15.6

16.1

16.6

15.9

15.9

16.3

15.9

16.3

15.9

17.1

17.8

17.8

17.3

18.7

16.2

18.7

16.9

17.8

16.6

17.8

0 20 40 60 80 100

①バスの便などの地域交通

②通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備

③放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策

④良好な街並みの整備

⑤商店街の振興

⑥公園などの管理・整備

⑦緑の保全と緑化の推進

⑧ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化

⑨地域の防災体制の整備

⑩地域の防犯体制の整備

⑪食品衛生・環境衛生の監視・指導

⑫子育て支援や青少年の健全育成

⑬感染症・生活習慣病などの保健推進

⑭高齢者福祉

⑮障害者福祉

⑯病院などの医療環境

⑰経済的に困っている人の保護

⑱地区センター・スポーツセンターなどの施設

⑲広報や広聴、市民相談など区民参加の推進

⑳身近な区役所窓口のサービス

お住まいの周辺の総合的な環境

よくなった 変わらない 悪くなった わからない 無回答
N=1,494

％

N=1,494

％
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＜『満足度』と『以前と比べた変化』の関係＞  

 

『満足度』『以前と比べた変化』について結果を点数化し、両者の関係をみると、

『満足度』では、「商店街の振興」、「経済的に困っている人の保護」を除いて「満

足」側にあり、『以前と比べた変化』では「商店街の振興」を除いて「よくなった」

側に位置している。全体として、青葉区の生活環境の評価は高い。  

 

 
  『満足度』と『以前と比べた変化』の関係  

 

 

  

地域交通

道路整備

交通安全

街並み

商店街振興

公園

緑化

ごみ

防災体制

防犯体制
環境衛生

子育て

保健推進

高齢者

障害者

医療環境

保護

公共施設

区民参加

区役所窓口

総合的環境

-30.0 -20.0 -10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

よくなった

悪くなった

満足不満

設問項目 省略表記 分野

①バスの便などの地域交通 地域交通 利便

②通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備 道路整備 利便

③放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策 交通安全 安全

④良好な街並みの整備 街並み みどり

⑤商店街の振興 商店街振興 産業

⑥公園などの管理・整備 公園 みどり

⑦緑の保全と緑化の推進 緑化 みどり

⑧ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化 ごみ 衛生

⑨地域の防災体制の整備 防災体制 安全

⑩地域の防犯体制の整備 防犯体制 安全

⑪食品衛生・環境衛生の監視・指導 環境衛生 衛生

⑫子育て支援や青少年の健全育成 子育て 福祉

⑬感染症・生活習慣病などの保健推進 保健推進 福祉

⑭高齢者福祉 高齢者 福祉

⑮障害者福祉 障害者 福祉

⑯病院などの医療環境 医療環境 福祉

⑰経済的に困っている人の保護 保護 福祉

⑱地区センター・スポーツセンターなどの施設 公共施設 公共サービス

⑲広報や広聴、市民相談など区民参加の推進 区民参加 区民参加

⑳身近な区役所窓口のサービス 区役所窓口 公共サービス

お住まいの周辺の総合的な環境 総合的環境

みどり ◇

安全 □

利便 ■

衛生 ＊
産業 ●

福祉 ○

公共サービス ▲

区民参加 △

総合的環境 ◆

※満足度 ---「わからない」「無回答」

を除いた構成比を用い、

「満足」2 点、「やや満足」1

点、「ふつう」0 点、「やや不

満」-1 点、「不満」-2 点を

付与して合計して算出  

 

※以前と比べた変化 ---「わからない」

「無回答」を除いた構成比

を用い、「よくなった」1 点、

「かわらない」0 点、「悪くな

った」-1 点を付与して合計

して算出  
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住まいの周辺の環境にとって、とくに重要だと思うこと  

「地域の防犯体制の整備」が最も多く、３割以上の人が挙げている。次いで「バ

スの便などの地域交通」、「地域の防災体制の整備」、「通勤・通学・買い物での

道路や歩道の整備」が２割台で続く。  

 

区役所が取り組む課題として、とくに重要だと思うこと  

「高齢者福祉」が最も多く３割弱、次いで「地域の防災体制の整備」、「子育て

支援や青少年の健全育成」、「地域の防犯体制の整備」が２割台である。  
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⑩地域の防犯体制の整備

①バスの便などの地域交通

⑨地域の防災体制の整備

②通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備

④良好な街並みの整備

⑯病院などの医療環境

⑧ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化

⑭高齢者福祉

⑤商店街の振興

⑫子育て支援や青少年の健全育成

⑦緑の保全と緑化の推進

③放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策

⑥公園などの管理・整備

⑱地区センター・スポーツセンターなどの施設

⑳身近な区役所窓口のサービス

⑮障害者福祉

⑰経済的に困っている人の保護

⑬感染症・生活習慣病などの保健推進

⑪食品衛生・環境衛生の監視・指導

⑲広報や広聴、市民相談など区民参加の推進

無回答

％

N=1,494
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10.0
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7.1

4.8
4.7

8.8

0 10 20 30

⑭高齢者福祉

⑨地域の防災体制の整備

⑫子育て支援や青少年の健全育成

⑩地域の防犯体制の整備

⑧ごみの分別収集・リサイクルやまちの美化

⑳身近な区役所窓口のサービス

⑯病院などの医療環境

②通勤・通学・買い物での道路や歩道の整備

③放置自転車の防止・駐輪場整備・交通安全対策

④良好な街並みの整備

⑥公園などの管理・整備

⑱地区センター・スポーツセンターなどの施設

⑮障害者福祉

⑰経済的に困っている人の保護

⑦緑の保全と緑化の推進

①バスの便などの地域交通

⑲広報や広聴、市民相談など区民参加の推進

⑤商店街の振興

⑬感染症・生活習慣病などの保健推進

⑪食品衛生・環境衛生の監視・指導

無回答

％

N=1,494
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青葉区、横浜市への愛着度  

 

青葉区については、愛着や誇りを「感じている」「やや感じている」を合わせる

と８割を超える人が青葉区に愛着を感じるとしている。横浜市については、愛着を

感じているのは全体の４分の３強となっている。  

平成 22 年度横浜市民意識調査と比較すると、横浜市への愛着や誇りについては、

今回調査ではわずかに低くなっている。  

 

 

 

＜参考  平成 22 年度横浜市民意識調査との比較＞  
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1.3

1.9

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青葉区への愛着や誇り（N=1,494)

横浜市への愛着や誇り（N=1,494)

感じている やや感じている どちらともいえない あまり感じていない

まったく感じていない わからない 無回答

51.9

43.1

45.1

35.1

30.6

33.0

32.5

34.6

9.2

11.6

13.1

21.6

3.9

4.4

5.4

4.9

1.3

1.7

1.9

2.2

1.1

1.3

1.3

1.6

1.9

5.0

0.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成25年度・青葉区への愛着や誇り

平成25年度・横浜市への愛着や誇り

平成22年度横浜市調査・横浜市への愛着や誇り

(全市)

平成22年度横浜市調査・横浜市への愛着や誇り

(青葉区)

感じている やや感じている どちらともいえない あまり感じていない まったく感じていない わからない 無回答

青葉区への

愛着度は  
８割超  

わずかに低くなっている  
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青葉区への定住意向  

 

「青葉区に住み続けたい」が圧倒的に多く、８割以上を占める。平成 23 年度、

24 年度調査においても、「今住んでいるところに住み続けたい」「青葉区内のど

こかに住み続けたい」を合わせた青葉区内への定住意向は８割を超えており、以前

から変わらず高い水準を維持している。  

 

 

＜参考  平成 23 年度、 24 年度調査結果との比較＞  

 

注）平成 23 年度、24 年度調査では今年度調査と選択肢が異なるため、平成 23 年度調査について

は、「今住んでいるところに住み続けたい」「青葉区内のどこかに住み続けたい」を合わせて

「青葉区に住み続けたい」、「青葉区以外の横浜市に住みたい」「横浜市外に住みたい」を合

わせて「青葉区以外に住みたい」としている。  

  平成 24 年度調査については「今住んでいるところに住み続けたい」「青葉区内のどこかに住

み続けたい」を合わせて「青葉区に住み続けたい」、「青葉区以外の横浜市に住みたい」「川

崎市に住みたい」「横浜市、川崎市以外の神奈川県内に住みたい」「町田市に住みたい」「東京

23 区に住みたい」「その他の地域に住みたい」を合わせて「青葉区以外に住みたい」として

いる。  

 

  

青葉区に住み

続けたい

1248
83.5%

青葉区以外に

住みたい

194
13.0%

無回答

52
3.5%

N=1,494

83.1 

80.4 

83.5

12.1 

13.3 

13.0

4.9

6.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23年度調査

24年度調査

25年度調査

青葉区に住み続けたい 青葉区以外に住みたい 無回答

定 住 意 向 は ８ 割 以 上 を

維持  



 8 

 

子育てに寄りそうまち  
 

子育て中の不安、不満  

 

「学校や塾の費用などの教育費の負担が大きいこと」を３割超、「登下校時の安

全」、「いじめなどの学校での人間関係」、「近所で子どもが安心して遊んだり、

運動できる場所が少ないこと」を２割以上の人が挙げている。平成 23 年度調査と

比較すると、「登下校時の安全」、「学校と地域の交流が少ないこと」、「いじめ

などの学校での人間関係」が増加している。一方「保育園や幼稚園などの施設が少

ないこと」は改善傾向が見られる。  

 

 

 

＜参考  平成 23 年度調査結果との比較＞  

  

  

31.0

24.4

21.2

20.3

15.7

11.0

10.6

10.4

9.3

7.8

7.2

5.0

18.9

16.3

0 5 10 15 20 25 30 35

学校や塾の費用などの教育費の負担が大きいこと

登下校時の安全

いじめなどの学校での人間関係

近所で子どもが安心して遊んだり、運動できる場所が少ないこと

子どもを気軽に預けられるところが少ないこと

子ども連れで利用できる施設が少ないこと

社会体験の機会が少ないこと

学校と地域の交流が少ないこと

進路について

保育園や幼稚園などの施設が少ないこと

子どものことを相談できる人がいないこと

子育て関連の情報が少ないこと

特にない

無回答

％

N=1,494

30.5

16.0

16.7

16.4

16.0

7.5

8.7

3.8

9.8

12.8

3.7

3.7

21.7

22.7

31.0

24.4

21.2

20.3

15.7

11.0

10.6

10.4

9.3

7.8

7.2

5.0

18.9

16.3

0 5 10 15 20 25 30 35

学校や塾の費用などの教育費の負担が大きいこと

登下校時の安全

いじめなどの学校での人間関係

近所で子どもが安心して遊んだり、運動できる場所が少ないこと

子どもを気軽に預けられるところが少ないこと

子ども連れで利用できる施設が少ないこと

社会体験の機会が少ないこと

学校と地域の交流が少ないこと

進路について

保育園や幼稚園などの施設が少ないこと

子どものことを相談できる人がいないこと

子育て関連の情報が少ないこと

特にない

無回答

23年度調査 25年度調査

％
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乳幼児がいる家庭を支援するために充実すべきこと  

 
「買い物や会合への出席などの際、一時的に子どもを預かってくれる施設」を

２割弱の人が挙げている。以下「子育ての相談ができる場所」、「親子で遊べる、

学べる場所、公園」、「手当などの経済的な支援」などと続く。平成 23 年度調査

と比較すると、上位４位までの順位に変動はないが、「子ども連れでも安心して利

用できる交通機関や道路」が９位から５位に浮上している。  

 

 

＜参考  平成 23 年度調査結果との比較＞  

 

  

18.9

13.7

12.7

10.8

9.2

8.7

8.6

7.7

6.6

27.1

0 5 10 15 20 25 30

買い物や会合への出席などの際、一時的に子どもを預かってくれる施設

子育ての相談ができる場所

親子で遊べる、学べる場所、公園

手当などの経済的な支援

子ども連れでも安心して利用できる交通機関や道路

就園前の乳幼児(年少クラスに入る前の児童)を預かってくれる幼稚園

夕方まで預かってくれる幼稚園

子育て情報の収集ができる場所

特に必要な支援はない

無回答

％

N=1,494

14.3

9.3

8.7

8.6

4.2

7.8

7.3

4.6

5.5

41.2

18.9

13.7

12.7

10.8

9.2

8.7

8.6

7.7

6.6

27.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

買い物や会合への出席などの際、一時的に子どもを預かってくれる施設

子育ての相談ができる場所

親子で遊べる、学べる場所、公園

手当などの経済的な支援

子ども連れでも安心して利用できる交通機関や道路

就園前の乳幼児(年少クラスに入る前の児童)を預かってくれる幼稚園

夕方まで預かってくれる幼稚園

子育て情報の収集ができる場所

特に必要な支援はない

無回答

23年度調査 25年度調査

％
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安心していきいきと暮らせるまち  
 

住宅用火災警報器の設置  

 

設置率は８割近くに達しているが、まだ感知器が設置されていない住宅も２割弱

存在している。 24 年度調査と比較すると、ほぼ横ばいである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペットの有無と種類、ペットの防災に備えているか  

 

「飼っていない」が突出して多く７割近くに達する。飼っているペットで最も多

いのは「犬」である。防災対策として「ワクチン、予防接種、ダニ・ノミの駆除等

の健康管理」に過半数の人が対応している一方、「備えていない」も３割を超える。  

 

 

 

 

  

14.5

6.7

5.2

2.1

1.7

0.7

69.2

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

犬

魚

猫

その他小動物

鳥

その他

飼っていない

無回答

％

N=1,494

設置されている

1172
78.4%

設置されて

いない

288
19.3%

無回答

34
2.3%

N=1,494

74.8

79.1

78.4

24.7

18.8

19.3

0.6

2.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23年度調査

24年度調査

25年度調査

設置されている 設置されていない

＜参考 平成 23 年度、24 年度調査結果との比較＞  

55.4

23.9

13.3

12.1

12.1

0.7

35.0

3.2

0 10 20 30 40 50 60

ワクチン、予防接種、ダニ・ノミの駆除等の健康管理

飼い主の明示（鑑札、マイクロチップ等）

ペット用非常持出袋の準備

ケージトレーニング等、避難時に向けた訓練

親戚、友人等、ペットの預け先の確保

その他

備えていない

無回答

％

N=1,494
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介護予防講座・プログラムの認知度  

 

「知らない」が過半数を占めており、平成 24 年度調査と同様の傾向である。「知

っているが、参加したことがない」「知っているし、参加したことがある」を合わ

せると、認知度は４割強である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康状態について  

 

「健康である」、「どちらかというと健康である」がともに４割強でほぼ拮抗し

ており、これらを合わせると８割以上が自分の健康状態は良いと考えている。  

 

 

 

  

健康である

653
43.7%どちらかという

と健康である

633
42.4%

どちらかという

と健康ではない

143
9.6%

健康ではない

53
3.5%

無回答

12
0.8%

N=1,494

知っているし、

参加したことが

ある
81

5.4%

知っているが、

参加したことが

ない
560

37.5%

知らない

844
56.5%

無回答

9
0.6%

N=1,494

5.6

5.4

37.5

37.5

55.2

56.5

1.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24年度調査

25年度調査

知っているし、参加したことがある 知っているが、参加したことがない

知らない 無回答

＜参考  平成 24 年度調査結果との比較＞  
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自分の健康のために気をつけていること  

 

「食事・栄養に気をつける」が最も多く、７割以上の人が挙げている。次いで「な

るべく体を動かしたり、運動したりする」、「休養や睡眠を十分にとる」が５割台

で続く。  

 

 

注）※印の項目は 20 歳以上の方のみ  

 

喫煙の有無  

 

「吸ったことはない」が最も多く、「吸ったことはない」「以前吸っていたがや

めた」を合わせると非喫煙者が９割近くを占める。喫煙者は１割程度で、平成 24

年度調査と比較すると、数値は横ばいとなっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） 25 年度調査の「吸わない」は、「以前吸っていたがやめた」「吸ったことはない」を合わせた

数値となっている。  
 

 

 

 

  

73.6

58.8

54.8

42.9

37.5

30.5

29.7

28.9

25.6

0.5

2.3

0 20 40 60 80

食事・栄養に気をつける

なるべく体を動かしたり、運動したりする

休養や睡眠を十分にとる

定期的に健康診断を受ける

※タバコを吸わない、やめた、または本数を減らしている

ストレス解消を心がける

日ごろから体重や血圧などのチェックをする

健康や病気に関するテレビ・新聞を見て、知識を身につける

※お酒を飲みすぎない

その他

無回答

％

N=1,494

吸っている

172
11.9%

以前吸ってい

たがやめた

405
28.1%

吸ったことはな

い

836
58.0%

無回答

29
2.0%

N=1,442

11.9

11.9

82.9

86.1

5.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24年度調査

25年度調査

吸う 吸わない 無回答

＜参考  平成 24 年度調査結果との比較＞  
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大腸がん、子宮がん、乳がん検診の受診状況  

 

検診対象年齢（大腸がん検診 40 歳以上男女、子宮がん検診 20 歳以上女性、乳が

ん検診 40 歳以上女性）についてみると、いずれも「受けていない」が「受けた」

より高い割合となっている。大腸がんについては「受けていない」の方が「受けた」

を大きく上回っており、受診率が低い。  

平成 23 年度調査と比較すると、選択肢は一部異なるものの、「受けた」の数値

が、大腸がん検診では 9.7 ポイント、子宮がん検診では 4.8 ポイント、乳がん検診

では 0.2 ポイント増加している。  

 

 

 

＜参考  平成 23 年度調査結果との比較＞  

 

  

27.3

42.5

36.3

65.7

49.1

55.3

1.4

0.7

0.7

5.6

7.6

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年以内に大腸がん検診を受けたか

(N=1,494)

2年以内に子宮がん検診を受けたか(N=879)

2年以内に乳がん検診を受けたか(N=879)

受けた 受けていない わからない 無回答

大腸がん

子宮がん

乳がん

25.5

35.2

36.4

59.1

1.4

46.2

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成23年度調査(N=1,119)

平成25年度調査(N=1,090)

受けた 受けていない わからない 無回答

40.6

45.4

32.3

49.9

0.7

37.0

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成23年度調査(N=864)

平成25年度調査(N=813)

受けた 受けていない わからない 無回答

42.7

42.9

25.2

52.0

1.0

42.1

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成23年度調査(N=627)

平成25年度調査(N=611)

受けた 受けていない わからない 無回答
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地域の活力があふれるまち  
 

参加してみたい地域活動  

 

「文化･芸術･スポーツ」が突出して多く、半数近くの人が挙げている。次いで「共

通の趣味等を通じた仲間の活動」を約３割が挙げており、文化的活動や趣味に関わ

る活動を中心に参加意欲が高くなっている。  

 

 

＜参考  平成 24 年度調査結果との比較＞  

 

  

47.4

29.5

20.5

14.6

12.0

10.8

10.4

10.1

9.8

7.3

7.0

6.6

3.7

2.5

13.7

0 10 20 30 40 50

文化･芸術･スポーツ

共通の趣味等を通じた仲間の活動

在日外国人や海外との交流などの活動

公園での花壇づくりや市民菜園等での農体験活動

身近な水辺や緑地の自然環境保全

保育ボランティアなどの子育て支援活動

高齢者や障害者への手助けや交流などの福祉活動

身近な道路や公園などの清掃活動

交通安全や防災･防犯など地域の安全活動

NPO団体などでの活動

自治会・町内会での活動

建物の用途や高さなどのルールづくりや

美しいまちなみづくりに関する活動

老人クラブなど地域の団体での活動

その他

無回答

％

N=1,494
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地域が抱える課題や問題  

 

「近隣の人とのつきあいの希薄化」が最も多く、４割強の人が挙げている。次い

で「高齢化による介護問題の深刻化」についても３割以上の人が挙げている。  

平成 24 年度調査と比較すると、「近隣の人とのつきあいの希薄化」「高齢化に

よる介護問題の深刻化」が上位２項目であることに変わりはない。また、「近隣の

人とのつきあいの希薄化」、「子どもたちの将来への不安」、「ニートとなる青少

年の増加」「家庭・地域の子育て機能の低下」、「子どもが安心して遊ぶ場の不足」

がそれぞれ減少し、子どもに関する課題で好転している傾向が見られる。一方「犯

罪の増加・治安の悪化」が増加している。  

 

※ニート（就労・就学しておらず、なおかつ働く意思も、学ぶ意思も持たない若者）  

  

41.0
33.3

20.4
18.5

17.8
15.9

15.2
14.9
14.8

13.1
12.4
12.1

11.4
9.2

8.1
7.8

6.8
6.4
6.3
6.2

5.6
4.9
4.8

4.2
3.9
4.0

9.0

0 10 20 30 40 50

近隣の人とのつきあいの希薄化

高齢化による介護問題の深刻化

災害に対する備えの不足

子どもが安心して遊ぶ場の不足

段差解消などバリアフリーの不足

子どもの減少による地域活力の低下

犯罪の増加・治安の悪化

子どもたちの将来への不安（進学、就職、友だちづきあい、結婚など）

地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足

バスの便の減少

身近な健康づくりの場の不足

地域に関する情報の不足

高齢者や障害者の外出困難

家庭・地域の子育て機能の低下

子ども・高齢者・障害者などの身近な相談の窓口の不足

ニート(※)となる青少年の増加

障害者に対する理解不足

認知症者に対する理解の不足

障害者の高齢化・重度化

地域活動をする場所の不足

青少年の非行

発達障害児・者への支援の不足

不登校、ひきこもりの増加

障害者の就労支援の不足

住宅の建て替えの増加

その他

無回答

％

N=1,494
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＜参考  平成 24 年度調査結果との比較＞  

 

＜参考  平成 24 年度調査結果との比較  上位 16 項目＞  

 

注）薄い網掛けは２つ以上順位を上げた項目、濃い網掛けは２つ以上順位を下げた項目  

  

46.2

37.2

18.4

22.8

15.3

17.3

10.9

19.9

11.6

11.7

8.5

9.5

8.1

13.6

7.8

12.2

6.7

7.3

5.0

6.3

5.2

4.8

7.0

3.9

5.4

8.3

41.0

33.3

20.4

18.5

17.8

15.9

15.2

14.9

14.8

13.1

12.4

12.1

11.4

9.2

8.1

7.8

6.8

6.4

6.3

6.2

5.6

4.9

4.8

4.2

3.9

4.0

9.0

0 10 20 30 40 50

近隣の人とのつきあいの希薄化

高齢化による介護問題の深刻化

災害に対する備えの不足

子どもが安心して遊ぶ場の不足

段差解消などバリアフリーの不足

子どもの減少による地域活力の低下

犯罪の増加・治安の悪化

子どもたちの将来への不安

地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足

バスの便の減少

身近な健康づくりの場の不足

地域に関する情報の不足

高齢者や障害者の外出困難

家庭・地域の子育て機能の低下

子ども・高齢者・障害者などの身近な相談の窓口の不足

ニートとなる青少年の増加

障害者に対する理解不足

認知症者に対する理解の不足

障害者の高齢化・重度化

地域活動をする場所の不足

青少年の非行

発達障害児・者への支援の不足

不登校、ひきこもりの増加

障害者の就労支援の不足

住宅の建て替えの増加

その他

無回答

24年度調査 25年度調査

％

近隣の人とのつきあいの希薄化 46.2 近隣の人とのつきあいの希薄化 41.0

高齢化による介護問題の深刻化 37.2 高齢化による介護問題の深刻化 33.3

子どもが安心して遊ぶ場の不足 22.8 災害に対する備えの不足 20.4

子どもたちの将来への不安 19.9 子どもが安心して遊ぶ場の不足 18.5

災害に対する備えの不足 18.4 段差解消などバリアフリーの不足 17.8

子どもの減少による地域活力の低下 17.3 子どもの減少による地域活力の低下 15.9

段差解消などバリアフリーの不足 15.3 犯罪の増加・治安の悪化 15.2

家庭・地域の子育て機能の低下 13.6 子どもたちの将来への不安 14.9

ニートとなる青少年の増加 12.2 地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足 14.8

バスの便の減少 11.7 バスの便の減少 13.1

地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足 11.6 身近な健康づくりの場の不足 12.4

犯罪の増加・治安の悪化 10.9 地域に関する情報の不足 12.1

地域に関する情報の不足 9.5 高齢者や障害者の外出困難 11.4

身近な健康づくりの場の不足 8.5 家庭・地域の子育て機能の低下 9.2

高齢者や障害者の外出困難 8.1 子ども･高齢者･障害者などの身近な相談の窓口の不足 8.1

子ども･高齢者･障害者などの身近な相談の窓口の不足 7.8 ニート(※)となる青少年の増加 7.8

24年度 25年度
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自治会・町内会への加入  

 
「加入している」が全体の４分の３以上を占める。「加入していない」は約２割

である。平成 22 年度調査当時に比べて加入率は 7.3 ポイント改善している。  

 

 

＜参考  平成 22 年度調査結果との比較＞  

 

 

自治会・町内会へ加入していない理由  

 
「加入を勧誘されなかった」が４割強で最も多い。次いで「加入の仕方がわから

ない」、「加入することの利益を感じない」がほぼ並ぶ。  

 

 

 

  

加入している

1150
77.0%

加入していない

310
20.7%

無回答

34
2.3%

N=1,494

69.7

77.0

16.0

20.7

7.8 6.5

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22年度調査

25年度調査

加入している 加入していない わからない 無回答

41.6

23.9

23.2

16.1

9.0

12.9

5.5

0 10 20 30 40 50

加入を勧誘されなかった

加入の仕方がわからない

加入することの利益を感じない

いろいろな役をやらされそう

近所づきあいが煩わしい

その他

無回答

％

N=310
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自治会・町内会の加入についての意見  

 

「できるかぎり住民全員が加入すべき」が最も多く、４割弱となっている。次い

で「自治会や町内会の役割を理解した上で、各自の判断に委ねるべき」が全体の約

４分の１、「住民全員が加入すべき」は２割弱である。「住民全員が加入すべき」

「できるかぎり住民全員が加入すべき」を合わせると、自治会町内会への加入に積

極的な人は過半数に達している。  

平成 22 年度調査と比較すると、22 年度調査では「住民全員が加入すべき」「で

きるかぎり住民全員が加入すべき」を合わせた数値は半数に達しておらず、ここ数

年で自治会・町内会への参加意識が高まった傾向がうかがえる。  

 

 

 

 

＜参考  平成 22 年度調査結果との比較＞  

 

  

住民全員が加

入すべき

271
18.1%

できるかぎり住

民全員が加入

すべき
566

37.9%

自治会や町内

会の役割を理

解した上で、各

自の判断に委

ねるべき

384
25.7%

任意なのだか

ら加入してもし

なくてもよい
109

7.3%

わからない

135
9.0%

無回答

29
1.9%

N=1,494

16.6

18.1

33.1

37.9

29.7

25.7

10.4

7.3

7.1

9.0

3.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22年度調査

25年度調査

住民全員が加入すべき

できるかぎり住民全員が加入すべき

自治会や町内会の役割を理解した上で、各自の判断に委ねるべき

任意なのだから加入してもしなくてもよい

わからない

無回答
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地域住民同士の協力関係を活性化するために必要なこと  

 
最も多いのは「地域活動に関する具体的な情報を広く紹介すること」、以下「自

治会や町内会が中心となって交流活動を進めること」、「自ら進んで住民同士の交

流を持つようにこころがけること」を３割を超える人が挙げている。  

平成 23 年度調査と比較すると、３位だった「地域活動に関する具体的な情報を

広く紹介すること」が今回は１位となっている。また、前回１位だった「自ら進ん

で住民同士の交流を持つようにこころがけること」は３位に後退している。  

 

 

 

＜参考  平成 23 年度調査結果との比較＞  

 

  

38.0

34.7

33.0

19.6

19.0

12.0

8.5

11.0

2.3

3.4

0 10 20 30 40

地域活動に関する具体的な情報を広く紹介すること

自治会や町内会が中心となって交流活動を進めること

自ら進んで住民同士の交流を持つようにこころがけること

地域活動を担うリーダーや次世代の担い手を育成すること

区役所・地域ケアプラザ・社会福祉協議会が地域活動への支援を行うこと

地域の企業や団体に地域活動への参加を呼びかけること

ボランティア団体やＮＰＯ法人の活動を充実すること

分からない

どれも必要だと思わない

無回答

％

N=1,494

32.2

32.8

41.7

17.6

16.4

10.4

11.5

14.6

1.8

5.4

38.0

34.7

33.0

19.6

19.0

12.0

8.5

11.0

2.3

3.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

地域活動に関する具体的な情報を広く紹介すること

自治会や町内会が中心となって交流活動を進めること

自ら進んで住民同士の交流を持つようにこころがけること

地域活動を担うリーダーや次世代の担い手を育成すること

区役所・地域ケアプラザ・社会福祉協議会が地域活動への支援を行うこと

地域の企業や団体に地域活動への参加を呼びかけること

ボランティア団体やＮＰＯ法人の活動を充実すること

分からない

どれも必要だと思わない

無回答

23年度調査 25年度調査

％
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困ったときに相談する相手  

 
平成 23 年度調査と同様、「家族・親戚」が圧倒的に多く、９割近い人が挙げて

いる。次いで「友人」が半数強となっている。  

 

 

 

＜参考  平成 23 年度調査結果との比較＞  

 

  

87.0

52.4

14.9

4.7

3.0

2.3

1.0

0.3

1.5

4.1

1.9

0 20 40 60 80 100

家族・親戚

友人

近所の人

区役所の職員

地域ケアプラザの職員

自治会・町内会の人

民生委員

社会福祉協議会の職員

相談したいが相談できる相手がいない

相談したいがどこに相談したら良いか分からない

無回答

％

N=1,494

86.9

53.6

14

5.9

4.9

2.2

2.1

2.4

1.4

0.6

3

87.0

52.4

14.9

4.7

4.1

3.0

2.3

1.5

1.0

0.3

1.9

0 20 40 60 80 100

家族・親戚

友人

近所の人

相談したいが相談できる相手がいない

社会福祉協議会の職員

地域ケアプラザの職員

区役所の職員

民生委員

相談したいがどこに相談したら良いか分からない

自治会・町内会の人

無回答

23年度調査 25年度調査

％
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社会貢献についての考え方  

 
「自分は何らかの形で、積極的に社会貢献したい」が最も多いが、「どちらとも

いえない」もともに４割強で拮抗している。  

横浜市民意識調査をみてみると、横浜市全市については、平成 23 年度調査では

「自分は何らかの形で、積極的に社会貢献したい」が「どちらともいえない」と拮

抗して４割台になっていたのに対し、翌 24 年度調査においては３割台となってい

る。青葉区だけの数値をみると、平成 23 年度は「自分は何らかの形で、積極的に

社会貢献したい」が過半数に達し、翌 24 年度調査でも５割近くを維持している。

今回調査では「自分は何らかの形で、積極的に社会貢献したい」が「どちらともい

えない」  を僅かながら上回り、青葉区では市全体と比較すると社会貢献への意欲

は格段に高い傾向にあるが、経年変化では年々数値が減少している。  

 

 

 

 

＜参考  平成 23 年度、 24 年度横浜市民意識調査との比較＞  

 

 

  

自分は何らか

の形で、積極的

に社会貢献し

たい

634
42.4%

自分の生活を

大事にし、社会

貢献は考えな

い

60
4.0%

どちらともいえ

ない

613
41.0%

わからない

134
9.0%

無回答

53
3.5%

N=1,494

43.0

38.2

56.3

47.6

42.4

4.9

7.0

4.7

7.1

4.0

43.7

43.0

33.2

36.3

41.0

6.9

7.8

4.7

5.7

9.0

1.5

4.1

1.1

3.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23年度横浜市調査

（全市）

24年度横浜市調査

（全市）

23年度横浜市調査

（青葉区）

24年度横浜市調査

（青葉区）

25年度青葉区調査

自分は何らかの形で、積極的に社会貢献したい 自分の生活を大事にし、社会貢献は考えない

どちらともいえない わからない

無回答
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地域ケアプラザの認知度  

 
「知っている」が６割強で「知らない」を 25.7 ポイント上回っている。  

 

 

 

ケアプラザエリア図  

 

  

知っている

929
62.2%

知らない

545
36.5%

無回答

20
1.3%

N=1,494

地 域 ケア プ ラ ザ：  誰 も が 住 み慣

れ た 地 域 で 安 心 し た 生 活 を 送 る

こ と がで き る よ う に、福 祉・保 健

サ ー ビ ス 等 を 身 近 な 場 所 で 総 合

的 に 提供 し 、どな た に で も ご 利用

で き る 地 域 の み な さ ん の 施 設 で

す。各 種 講 座・教 室 の開 催、広 報

誌 な どを 通 じ て の 情報 提 供、地 域

で の 活動・交 流の 場 と し て 会 場の

貸 し 出し 等 な ど を 行っ て い ま す。

ま た、保 健 師等・社 会 福 祉 士・主

任 ケ ア マ ネ ジ ャ ー な ど の 専 門 ス

タ ッ フが 、各 種相 談 や 介 護 予 防の

ケ ア プ ラ ン 作 成 な ど に 応 じ る 地

域 包 括支 援 セ ン タ ーが あ り ま す。 
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行政情報の入手方法  

 

「広報よこはま青葉区版」が７割近くに達し、突出している。次いで「自治会・

町内会の回覧板・掲示板」を半数近くの人が挙げている。  

 

 

 

広報よこはま青葉区版で読む記事  

 

「お知らせ記事（区内公共施設のイベント・講座や検診など）」が最も多く、３

割強の人が挙げている。次いで「全ての記事」となっている。一方、「ほとんど読

まない」も３割近くに達している。  

 

 

 

  

69.2
46.8

13.1
10.4

2.8
2.4

0.7
0.7
0.3
0.1

2.7
6.7

0 20 40 60 80

広報よこはま青葉区版

自治会・町内会の回覧板・掲示板

ﾀｳﾝ誌・ﾐﾆｺﾐ誌などフリーペーパー

青葉区ホームページ

地区センター、コミュニティハウス

ケーブルテレビ

青葉区民ポータルサイト（あおばみん）

青葉区Twitter
区民活動支援センター

コミュニティFM
その他

無回答

％

N=1,494

32.1

25.8

15.7

9.8

29.3

3.3

0 20 40

お知らせ記事（区内公共施設のイベント・講座や検診など）

全ての記事

特集記事（区の事業や施策など）

コラムやトピックス（区役所関連のコラム記事や区内の見どころ紹介など）

ほとんど読まない

無回答

％

N=1,494
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大切な環境を守り育むまち  
 

地球温暖化対策の取り組み  

 

現在取り組んでいることとしては「冷暖房を適切な温度に設定する」、「テレ

ビを見ていないときは消す」の２つは７割以上の人が挙げている。今後取り組みた

いこととしては「省エネ家電の購入」が最も多く３割以上が挙げている。今後取り

組みたいことが現在取り組んでいることより高い数値となっているのは「太陽光発

電の導入」「 HEMS の導入」「緑のカーテンなど緑化の推進」「省エネ家電の購入」

で、現在の取り組み状況において下位にあるもの、導入に資金や条件が必要なもの

が上がっている。  

 

 

 

※ HEMS(ヘムス )(Home(ホーム ) Energy(エネルギー ) Management(マネジメント ) System(システム )/

家庭用エネルギー管理機器 )は、各家庭の電力使用量などを｢見える化｣し、パソコンなどで電力の

使用状況を確認できる機器です。横浜市では、 HEMS 導入費の一部を補助しています。  

  

76.6

73.8

45.6

38.2

36.7

30.5

12.3

2.6

0.8

0.8

4.2

2.1

23.6

26.0

25.8

22.8

15.9

33.8

16.9

8.4

6.0

0.2

5.6

16.7

0 20 40 60 80 100

冷暖房を適切な温度に設定する

テレビを見ていないときは消す

買い物袋をもち、レジ袋を断る

使っていない電化製品はコンセントを抜く

公共交通機関の利用

省エネ家電の購入

緑のカーテンなど緑化の推進

太陽光発電の導入

HEMSの導入

その他

特に取り組んでいない

無回答

温暖化対策として、現在取り

組んでいること(N=1,494)

温暖化対策として、今後取り

組みたいこと(N=1,494)

％
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ごみと資源物を削減するために行っていること  

 

「分別を徹底している」を８割の人が挙げている。次いで「つめ替え商品を購入

している」が６割強である。  

平成 23 年度調査では、選択肢が異なるが、「詰替え商品を購入している」が最

も多く７割近く、次いで「マイバッグを使用している」を６割近くの人が挙げてい

る。  

平成 21 年度横浜市民意識調査では、「詰替え商品を購入する」「飲食店で食べ

残しをしない」「自宅では食べ残しを出さない」「レジ袋を断る」「生鮮食品を必

要以上に購入しない」が上位５項目となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

  

80.0

64.9

45.6

43.7

37.8

33.0

27.6

9.1

3.9

1.6

0 20 40 60 80 100

分別を徹底している

つめ替え商品を購入している

生ごみの水切りをしている

マイバッグを使用している

食べ残しや手付かずで廃棄する食品が少なくなるように工夫している

過剰包装を断っている

マイボトルを使用している

せん定枝や草を乾燥させている

特に何もしていない

無回答

％

N=1,494

＜参考 平成 23 年度調査結果との比較＞  ＜参考 平成 21年度横浜市民意識調査との比較＞  

66.2

58.3

53.0

47.7

36.1

21.3

13.3

6.4

5.6

3.1

1.9

0 20 40 60 80

つめ替え商品を購入している

マイバッグを使用している

食べ残しをしない

過剰包装を断っている

マイボトルを使用している

リサイクル用品の提供や

購入を行なっている

マイ箸を使用している

量り売りで必要な量だけ

購入している

生ごみのたい肥化を行っている

何もしていない

無回答

％
63.9

53.5

49.0

48.6

42.4

38.1

36.7

28.7

19.2

13.6

10.5

10.0

6.6

1.6

4.3

0 20 40 60 80

詰替え商品を購入する

飲食店で食べ残しをしない

自宅では食べ残しを出さない

レジ袋は断る

生鮮食品を必要以上に購入しない

サービスの箸やおしぼりなどを断る

食事を必要以上に作り過ぎない

包装を少なくしてもらうよう

店員に声をかける

マイボトルやマイ箸を持参する

飲食店での注文の際に

量の調整を申し出る

量り売りで必要な量だけ購入する

期限内に消費できる場合は、

古い商品から購入する

飲食店で食べ残したものは持って帰る

その他

何もしていない

％
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